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卒
寮
生
の
言
葉

▲平成27年2月　卒寮・壮行会前に

社
会
に
役
立
つ
人
間
に
。二
十
七
年
三
月
、九
人
が
卒
寮

後
輩
に
は「
有
意
義
な
生
活
を
！
」

社
会
に
役
立
つ
人
間
に
。二
十
七
年
三
月
、九
人
が
卒
寮

後
輩
に
は「
有
意
義
な
生
活
を
！
」

！！！！

山
本
　
晃
弘
（
日
本
大
学
・
経
済
学
部
、
八
幡
浜
市
）

　
　
ダ
イ
キ
株
式
会
社

1
　
出
来
る
だ
け
早
い
う
ち
に
、
将
来
の
明
確
な
目
標
を
立

て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
邁
進
し
ま
す
。
寮
生
活
で
得
た

も
の
を
最
大
限
生
か
し
て
頑
張
り
ま
す
。
四
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
　
楽
し
い
四
年
間
で
し
た
が
、
や
り
残
し
た
こ
と
も
多
く
、

後
悔
も
あ
る
四
年
間
で
し
た
。
み
な
さ
ん
は
、
後
悔
し

な
い
よ
う
、
今
を
全
力
で
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

宇
都
宮
　
賢
吾
（
拓
殖
大
学
・
商
学
部
、
八
幡
浜
市
）

　
　
さ
え
き
セ
ル
バ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

1
　
新
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
生
活
を
送
り
た
い

で
す
。

2
　
目
標
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
く
だ
さ

い
。

田
中
　
悠
悟
（
東
京
大
学
・
教
養
学
部
、
西
予
市
）

　
　
留
年

1
　
大
学
で
文
化
人
類
学
を
学
び
、
物
事
を
捉
え
る
際
の
多

角
的
・
全
体
的
見
方
を
得
た
。
留
年
し
た
一
年
間
は
で

き
る
だ
け
現
地
調
査
に
使
い
、
よ
り
よ
い
卒
業
論
文
を

練
り
上
げ
た
い
。

2
　
大
学
生
活
は
思
っ
て
い
る
よ
り
も
早
く
過
ぎ
て
し
ま
う

の
で
、
勉
学
に
し
ろ
部
活
・
サ
ー
ク
ル
に
し
ろ
旅
に
し

ろ
、
思
い
立
っ
た
そ
の
時
に
即
実
行
す
る
よ
う
に
す
れ

ば
よ
り
充
実
し
た
四
年
間
に
な
る
と
思
う
。

坂
本
　
裕
（
東
京
大
学
・
工
学
部
、
宇
和
島
市
）

　
　
も
う
し
ば
ら
く
大
学
生

1
　
卒
業
す
る
の
に
も
う
少
し
だ
け
お
時
間
を
頂
き
ま
す
が
、

学
校
で
バ
リ
バ
リ
と
実
験
の
手
腕
を
磨
い
て
い
き
た
い

で
す
。

2
　
つ
ま
ず
く
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
粛
々
と

や
る
べ
き
こ
と
を
見
据
え
て
行
動
す
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

山
本
　
祐
大
（
明
治
大
学
・
法
学
部
、
宇
和
島
市
）

　
　
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

1
　
入
寮
当
初
よ
り
志
望
し
て
い
た
業
界
に
就
職
し
ま
す
。

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
日
本
一
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
選
手
の
活
躍
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
ま
す
。
ブ

レ
な
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
な
り
ま
す
。

2
　
興
味
が
あ
る
事
に
は
何
に
で
も
手
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
失
敗
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
失

敗
が
い
つ
の
日
か
財
産
と
な
る
で
し
ょ
う
。
ご
活
躍
、

ご
健
勝
を
祈
念
致
し
ま
す
。

堀
尾
　
祥
汰
（
東
京
工
科
大
学
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学
部
、
宇
和
島
市
）

　
　
株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
シ
ス
テ
ム
ズ

1
　
社
会
人
と
し
て
活
躍
の
場
に
立
て
る
喜
び
と
希
望
が
あ

り
ま
す
が
、
入
社
し
た
て
の
自
分
は
、
未
熟
な
存
在
で

す
か
ら
、
大
学
で
の
学
び
の
よ
う
に
地
道
に
基
礎
を
積

み
重
ね
、
頼
ら
れ
る
人
財
に
な
り
た
い
で
す
。

2
　
東
京
へ
出
て
き
た
時
の
想
い
を
忘
れ
ず
に
、
そ
し
て
そ

の
想
い
の
実
現
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

河
野
　
寛
（
帝
京
大
学
・
経
済
学
部
、
宇
和
島
市
）

　
　
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
神
奈
川

1
　
ま
だ
社
会
人
と
し
て
一
歩
踏
み
出
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

自
分
の
現
状
に
満
足
し
な
い
で
貪
欲
に
結
果
を
求
め
て

い
く
社
会
人
を
目
指
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
凛
々

し
く
な
り
ま
す
。 

2
　
学
生
ほ
ど
自
分
の
時
間
が
作
り
や
す
い
時
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
で
き
る
、
今
や
り
た
い
こ
と
に
一
歩
踏
み

出
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
色
々
な
経
験
を
積
み
か
さ

ね
て
く
だ
さ
い
。

谷
　
貴
人（
東
京
農
業
大
学
・
国
際
食
料
情
報
学
部
、鬼
北
町
）

　
　
長
野
県
東
御
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

1
　
私
は
大
学
卒
業
後
、
長
野
県
東
御
市
と
い
う
と
こ
ろ
で

地
域
活
性
の
活
動
に
従
事
し
ま
す
。
将
来
的
に
愛
媛
の

為
に
働
け
る
よ
う
、
地
域
お
こ
し
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
し
っ

か
り
勉
強
し
身
に
つ
け
た
い
で
す
。

2
　
大
学
生
活
四
年
間
は
と
て
も
短
い
で
す
。
何
事
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
経
験
を
し
て
か
け
が
え
の
な
い
四
年

間
に
し
て
下
さ
い
。
明
倫
館
で
の
生
活
は
き
っ
と
そ
の

手
助
け
と
な
り
ま
す
。

竹
葉
　
大
貴
（
明
治
大
学
・
経
営
学
部
、
松
野
町
）

　
　
引
き
続
き
大
学
へ
通
学

1
　
自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
に
向
か
っ
て
、
す
べ
き
こ
と

を
し
、
今
の
自
分
よ
り
も
良
い
人
間
に
な
れ
る
よ
う

　
　
精
進
を
し
て
い
き
ま
す
。
四
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

2
　
勉
強
で
も
遊
び
で
も
、
そ
の
瞬
間
を
全
力
で
楽
し
ん
で

下
さ
い
。
何
を
す
る
に
も
、
今
、
自
分
自
身
が
や
っ
て

い
る
の
だ
と
い
う
実
感
を
持
っ
て
い
る
と
、
色
々
な
こ

と
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

 

 

 

 

　
南
豫
明
倫
館
は
早
く
も
平
成
二
十
八
年
度
の
入
寮
準
備
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
O
B
や
保
護
者
の
関
係
者
の
皆
様
に
も
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
、
寮
生
の
増
員
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
夏
が
き
て
、
受
験
生
の
皆
さ
ん
は
ど
こ
の
ど
の
大
学
に
進

も
う
か
と
、
迷
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
受
験
生
を
持
つ

親
御
さ
ん
も
、
受
験
生
も
、
東
京
・
小
金
井
市
の
南
豫
明
倫

館
で
四
年
間
を
過
ご
す
こ
と
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
愛
媛
県
内
の
有
力
企
業
で
は
、
都
会
で
四
年
間
を
過
ご
し

た
学
生
を
採
用
し
た
が
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
耳
に
し
ま
し

た
。
親
元
か
ら
通
っ
た
り
、
県
内
の
大
学
に
進
学
し
た
り
す

る
学
生
ば
か
り
で
は
、
発
想
力
が
似
か
よ
っ
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
す
。
新
入
社
員
の
三
分
の
一
が
、
三
年
次
以
内
に
退

職
す
る
現
実
に
、
企
業
側
も
い
ろ
い
ろ
と
対
策
を
考
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

　
南
豫
明
倫
館
は
、
朝
夕
二
食
付
で
寮
費
は
一
ヶ
月
五
万
五

千
円
で
個
室
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
は
無
料
で
す
。

　
入
寮
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
故
郷
を
離
れ
て
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン

シ
ョ
ン
暮
ら
し
を
す
る
よ
り
も
、
ほ
と
ん
ど
の
出
身
が
愛
媛

県
南
予
地
区
と
い
う
、
同
郷
の
寮
生
が
多
く
い
る
た
め
安
心

で
す
。
朝
と
晩
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
も
提
供
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
何
よ
り
も
寮
費
が
安
い
の
で
、
親
の
負
担
が
軽

く
、
自
然
に
「
親
孝
行
」
が
で
き
ま
す
。

　
親
御
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

あ
る
意
味
で
こ
れ
以
上
安
心

な
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
。
団
体
生
活
の
な
か
で

「
相
手
の
心
」
を
慮
る
気
持

ち
も
、
自
然
に
育
っ
て
き
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
南
豫
明
倫
館

へ
の
入
寮
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　平成27年3月、南豫明倫館の卒寮生九人が、社会人として
一歩を踏み出した。初めての経験で、期待と不安がない交
ぜだろうが、どんな荒波にも立ち向かう勇気を奮い起こそ
う。難関に差し掛かったら、先輩や友人に相談するもよしー
絶対に一人で悩まないようにしてほしい。2月15日には壮行
会を開催。「社会に役立つ人間になる」と誓って、南豫奨学
会の役員や後輩たちが先輩の門出を祝った。
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長
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祥
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坂
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竹
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大
貴

竹
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大
貴

山
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晃
弘

山
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宇
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賢
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宇
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吾

宇
都
宮 

賢
吾

宇
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賢
吾

宇
都
宮 

賢
吾

宇
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賢
吾

宇
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賢
吾

宇
都
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賢
吾

田
中 
悠
悟

田
中 
悠
悟

谷 
貴
人

谷 
貴
人

山
本 

祐
大

山
本 

祐
大

戸
梶 

節
子 

館
長
夫
人

戸
梶 

節
子 

館
長
夫
人

河
野
　
寛

河
野
　
寛

卒
寮
生
氏
名
（
大
学
・
学
部
、
出
身
地
）

進
路

1
　
将
来
の
抱
負
　
　
2
　
後
輩
へ
の
助
言

 
四
年
間
を
ぜ
ひ
南
豫
明
倫
館
で
…
。

▲上目黒の旧・南豫明倫館。

　
　
　
　
　  

　
　
館
長
　
戸
梶
　
學























































































　

自
分
力
開
発
研
究
所（
東
京
都
・
中
央
区
）で
は
寮
生

活
が
学
生
に
も
た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し

た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、寮
経
験
者
の
意
識
と
し
て「
寮
で
学

べ
る
こ
と
が
あ
る
」と
答
え
た
の
は
80
・
0
％
、「
寮
で
し

か
学
べ
な
い
こ
と
が
あ
る
」は
73
・
8
％
だ
っ
た
。

　

具
体
的
に
は「
共
同
生
活
の
ル
ー
ル
」や「
家
族
の
よ

う
な
友
人
が
得
ら
れ
る
」「
協
調
性
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
シ
ョ

ン
」と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、企
業
採
用
関
係
者
に
寮
生
の
イ
メ
ー
ジ
を
き

い
た
と
こ
ろ
、「
協
調
性
が
あ
り
そ
う
」（
65
・
7
％
）、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
あ
り
そ
う
」（
44
・

3
％
）「
礼
儀
作
法

が
身
に
つ
い
て
い

そ
う
」（
29
・
3
％
）

だ
っ
た
。学
生（
寮

生
三
百
六
名
、一
人

暮
ら
し
二
百
名
、実

家
暮
ら
し
二
百
名
）、

寮
経
験
者（
社
会
人

二
百
名
）、企
業
採

用
関
係
者
三
百
名
。

（
自
分
力
開
発
研
究

所  

二
〇
一
一
年
七

〜
八
月
調
査
。）

▼
今
年
も
ま
た
卒
寮
生
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
南

豫
明
倫
館
で
の
ん
び
り
暮
ら
し
た
寮
生
も
、一
生
懸

命
勉
学
に
励
ん
だ
寮
生
も
、
社
会
に
出
れ
ば
同
じ
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
と
同
じ
で
、

い
つ
か
は
先
行
者
を
抜
く
気
概
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

目
標
は
何
で
も
い
い
ん
で
す
。

▼
新
入
寮
生
は
五
人
で
し
た
。
上
京
す
る
男
子
学
生
が

少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
寂
し
い
限
り
で
す
。
数
が

少
な
い
と
は
い
え
精
鋭
で
す
。
先
輩
を
慕
い
同
級
生

と
親
睦
を
深
め
て
、
有
意
義
な
四
年
間
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
が
共
同
生
活
の
よ
さ
で
す
。
国
や
郷

里
の
異
な
る
人
た
ち
と
触
れ
合
え
る
こ
と
も
東
京
に

出
て
き
た
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

（
戸　

梶
）

編
集
後
記

明倫館だより 第63号

公
益
財
団
法
人  

南
豫
奨
学
会

「
奨
学
金
支
援
会
」だ
よ
り

 

平
素
は
公
益
財
団
法
人
南
豫
奨
学
会
と
南
豫
明
倫
館

の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

 

さ
て
、
南
豫
奨
学
会
の
平
成
二
十
六
年
度
の
「
奨
学

金
支
援
会
」
に
は
、
最
終
的
に
、
九
十
四
人
（
社
・

市
）
か
ら
二
百
四
万
九
千
円
の
支
援
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
該
当
者
は
い
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
今
後
の
寮

生
の
奨
学
金
と
し
て
貸
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

南
豫
奨
学
会
の
奨
学
金
貸
与
は
、
本
年
度
ま
で
に
三

十
二
人
、
総
額
五
千
六
百
八
十
万
円
の
実
績
を
挙
げ

ま
し
た
。
し
か
し
、
奨
学
金
貸
与
の
基
金
と
し
て
は
い

ま
だ
僅
少
で
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
が
一
層
必
要
で
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
奨
学
貸
与
金
の
基
金
と
な
る
年
会
費

と
し
て
、
一
口
（
普
通
会
員
一
万
円
、
特
別
会
員
＝
南

豫
奨
学
会
評
議
員
・
理
事
二
〜
三
万
円
、
法
人
会
員
五

万
円
）
以
上
の
ご
支
援
を
賜
わ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま

す
。
国
の
内
外
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
こ
そ
郷
土

発
展
の
基
礎
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

郵
便
振
込
口
座
番
号
　
〇
一
五
〇
ー
二
ー
二
九
六
五
二
三

　
　
　
　
名
義
　
「
南
豫
奨
学
会
奨
学
金
支
援
会
」

公
益
財
団
法
人
南
豫
奨
学
会　

理
事
長　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  　
　

 

奨
学
金
支
援
会　

会
長　
　

伊
達　

宗
信

今
後
と
も
熱
い
ご
支
援
を

　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　宇都宮遼平君（寮生・早稲田大院）が26年
11月、第49回小金井市剣道選手権大会（同市
内で開催）社会人・学生男子四段以上の部で
連覇を飾った。
　市内には大学が多くあり、同大会はレベル
が高い大学生も多く出場している。宇都宮君
は7年連続で個人戦各クラスに出場しており、
優勝3回、準優勝２回、ベスト８を1回の成績を
残している。

平成27年度 支援会  募金状況

一　般
現・元保護者
法人
市町
OB
評議員・審議員
理事・監事・顧問
合計

募金数
10人
16人
4社
1市
23人
27人
13人

94（人・社・市）

募金額（円）
175,000
253,000
220,000
50,000
441,000
510,000
400,000
2,049,000

※ 選定委員は評議員・審議員に含みます。

（平成27年6月30日現在）

宇都宮
遼平君が連覇

　段
以上
4


















































































































































































































































































































































































































小金井市剣道大会

熱いぜ
　

青春　
！
！

寮生活
・写真

アルバ
ム











































































































































































































































































































































































富山寮との野球の交流試合。
2年の黒田君が大ヒット。

恒例の1月の餅つき大会。

4月の新入寮生歓迎パーティの前に。
今年は5名が仲間入り。

館長室に場を移して、
先輩・後輩とも仲良く。

毎年中庭で開催する
バーベキュー行事。

今日は皆仲よく
ボウリングにお出かけ。

4月の新入寮生のパーティの
模様。今年も新入生は
なかなか良いと評判。

寮
生
活
の
効
果
、
経
験
者
の
73
・
8
％
が

「
寮
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
が
あ
る
」

詳しくは： http://release.vfactory.jp/file/45115b.pdf

■企業採用関係者からみた寮生のイメージは？

協調性がありそう

コミュニケーション能力がありそう

礼儀作法が身についていそう

他人への気遣いがありそう

忍耐力がありそう

65.7％

44.3％

29.3%

27.7%

25.5%
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